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古
代
行
幸
の
政
治
的
機
能

笠

原

英

彦

樹
、
は
じ
め
に

二
、
行
幸
国
見
儀
礼
と
国
郡
制

三
、
奈
良
朝
の
行
幸

四
、
元
正
朝
の
東
国
行
幸

五
、
結
　
　
び

一
、
は
じ
め
に

古代行幸の政治的機能

後
漢
陳
留
の
文
人
察
鐙
は
、
そ
の
書
『
独
断
』
の
中
で
、
「
幸
者
宜
幸
也
、
世
俗
謂
幸
為
僥
倖
、
車
駕
所
至
、
臣
民
被
其
徳
澤
以
僥
倖
、
故

日
幸
也
」
と
記
し
て
い
る
。

　
一
方
、
内
大
臣
藤
原
師
良
は
、
歌
合
に
寄
せ
て
、
万
民
が
「
わ
が
君
の
」
龍
顔
を
拝
し
て
温
澤
を
蒙
る
心
情
を
披
澄
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

　
こ
こ
に
、
日
中
時
空
を
こ
え
て
、
天
子
行
幸
の
も
つ
精
神
的
意
味
合
い
を
感
得
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1

　
し
か
し
、
行
幸
の
意
義
は
、
単
に
象
徴
的
機
能
に
と
ど
ま
る
も
の
で
は
な
い
。
ま
し
て
や
、
そ
の
主
た
る
目
的
を
遊
覧
に
の
み
求
め
る
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の
は
早
計
で
あ
ろ
う
。
た
と
え
、
そ
の
思
想
的
背
景
を
儒
教
に
求
め
、
中
国
皇
帝
の
仁
政
に
な
ぞ
ら
え
う
る
と
し
て
も
．
よ
り
現
実
の
政

治
的
要
請
に
も
目
を
向
け
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
パ
　
レ

　
こ
う
し
た
視
点
か
ら
、
近
時
刮
目
す
べ
き
研
究
に
、
仁
藤
敦
史
氏
の
「
古
代
王
権
と
行
幸
」
が
あ
る
。
同
氏
は
、
「
奈
良
時
代
の
天
皇

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

行
幸
を
律
令
制
の
整
備
と
の
み
関
連
さ
せ
て
考
え
る
の
は
正
し
く
な
い
」
と
し
て
、
大
化
前
代
に
お
け
る
大
王
行
幸
の
目
的
や
そ
の
系
譜

を
明
ら
か
に
し
、
行
幸
の
「
段
階
」
的
発
展
を
跡
づ
け
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）

　
本
稿
で
は
、
仁
藤
氏
や
鈴
木
景
二
氏
、
あ
る
い
は
石
川
千
恵
子
氏
ら
の
先
行
研
究
に
示
唆
を
得
て
、
畿
内
王
権
の
地
方
統
治
の
実
態
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
）

念
頭
に
置
き
つ
つ
、
行
幸
の
も
つ
政
治
的
機
能
を
考
察
し
て
み
た
い
。

　
行
幸
は
、
畿
内
王
権
と
在
地
首
長
双
方
の
政
治
的
需
要
の
所
産
で
あ
る
。
行
幸
の
体
系
を
伝
え
る
延
喜
太
政
官
式
行
幸
条
に
み
え
る
行

　
　
（
7
）

程
諸
事
か
ら
は
、
こ
れ
ま
で
も
行
幸
の
も
つ
種
々
の
機
能
が
指
摘
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
政
治
的
機
能
の
重
要
な
側
面
で
あ
る
「
服
属

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
）

儀
礼
」
口
地
域
支
配
の
確
認
の
側
面
は
、
依
然
不
十
分
な
検
討
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
よ
う
に
思
う
。

　
奈
良
朝
の
行
幸
、
と
り
わ
け
京
外
行
幸
は
、
畿
内
王
権
の
地
方
統
治
策
の
重
要
な
一
環
を
な
す
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
目
的
の
一
つ
は
．

国
郡
制
定
着
の
促
進
で
あ
る
。

　
こ
う
し
た
施
策
の
展
開
は
、
後
述
の
如
く
、
き
わ
め
て
現
実
的
で
あ
り
、
律
令
法
の
諸
条
と
も
表
裏
一
体
の
関
係
に
あ
っ
た
。
一
例
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
　
レ

挙
げ
れ
ば
、
当
代
明
法
家
を
大
い
に
苦
悩
さ
せ
た
職
制
律
監
臨
官
強
取
猪
鹿
条
と
戸
令
国
郡
司
条
の
関
係
が
あ
る
．
両
条
の
矛
盾
は
、
利

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
0
）

光
三
津
夫
氏
の
指
摘
に
か
か
る
よ
う
に
、
基
本
的
に
は
当
代
の
立
法
技
術
の
限
界
に
帰
着
し
よ
う
。
し
か
し
、
そ
の
結
果
と
し
て
の
集
解

諸
説
の
混
乱
に
は
、
明
ら
か
に
律
令
国
家
の
在
地
の
自
主
性
を
認
め
る
方
針
が
投
影
さ
れ
て
い
る
と
言
え
よ
う
。

　
す
な
わ
ち
、
当
該
条
を
め
ぐ
る
集
解
諸
説
の
多
く
は
、
戸
令
当
該
条
が
あ
く
ま
で
母
法
に
沿
っ
た
原
則
論
で
あ
る
の
に
対
し
、
職
制
律

当
該
条
こ
そ
現
実
に
沿
う
立
法
で
あ
る
と
の
前
提
に
立
っ
て
い
る
。
そ
の
本
意
は
、
地
方
官
が
所
部
の
人
よ
り
供
給
（
タ
テ
マ
ッ
リ
モ
ノ
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
1
）

を
受
け
る
旧
慣
を
容
認
し
よ
う
と
す
る
と
こ
ろ
に
あ
っ
た
と
言
え
よ
う
。

2



古代行幸の政治的機能

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
2
）

　
そ
し
て
、
戸
令
国
郡
司
条
集
解
古
記
は
、
左
の
如
く
法
と
現
実
の
強
引
な
整
合
を
試
み
て
い
る
。

　
古
記
云
、
（
中
略
）
受
給
。
謂
受
供
給
也
。
案
職
制
律
。
監
臨
之
官
。
強
取
猪
鹿
之
類
者
。
依
強
取
監
臨
財
物
法
。
乞
取
老
坐
鰍
論
．
受
供
餓
老
勿
論
．

　
蟄
亦
准
此
．

　
こ
の
う
ち
、
大
宝
律
に
み
え
る
「
受
供
韻
者
勿
論
。
蟄
亦
准
此
。
」
と
は
、
水
産
物
を
主
体
と
す
る
賛
も
供
霞
に
加
え
る
と
解
釈
す
る
よ

り
も
、
む
し
ろ
在
地
社
会
に
伝
統
的
に
存
在
す
る
貢
献
儀
礼
と
し
て
の
蟄
の
位
置
づ
け
を
法
制
化
し
た
点
が
重
要
で
あ
る
。
蟄
の
理
解
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
3
）
　
　
　
　
　
　
　
（
14
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
5
）

め
ぐ
っ
て
は
、
す
で
に
直
木
孝
次
郎
氏
、
岡
田
精
司
氏
を
は
じ
め
多
く
の
研
究
が
発
表
さ
れ
、
「
国
見
の
伝
統
を
ひ
き
」
、
支
配
領
域
内
部

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
6
）

に
お
け
る
服
属
関
係
を
確
認
す
る
食
物
貢
献
儀
礼
で
あ
る
と
の
認
識
が
示
さ
れ
て
い
る
。

　
行
幸
を
通
じ
て
、
天
皇
は
在
地
首
長
層
と
の
服
属
関
係
を
確
認
す
る
種
々
の
儀
礼
を
営
む
。
こ
の
こ
と
は
、
右
に
み
た
よ
う
な
在
地
社

会
の
伝
統
的
儀
礼
を
踏
襲
、
発
展
さ
せ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　
以
下
、
律
令
国
家
の
地
方
統
治
と
の
関
連
に
お
い
て
、
行
幸
の
も
つ
政
治
的
機
能
を
具
体
的
に
検
討
し
て
ゆ
く
こ
と
に
し
た
い
。

（
1
）
　
「
行
幸
」
に
天
子
の
徳
沢
を
求
め
る
考
え
方
が
名
称
の
上
か
ら
も
認
め
う
る
が
、
そ
の
一
連
の
行
為
か
ら
必
然
的
に
仁
政
を
導
く
こ
と
は
容
易

　
で
は
な
い
。
『
績
古
事
談
』
で
は
、
「
行
幸
ノ
幸
ノ
字
、
是
ヲ
モ
チ
イ
ル
何
ノ
故
ゾ
」
と
の
四
條
隆
季
の
問
い
に
、
梅
小
路
長
方
は
「
天
子
行
庭
必
有

幸
ト
イ
ヘ
リ
」
と
応
答
し
て
い
る
。
平
安
初
期
以
降
京
外
行
幸
が
行
わ
れ
な
く
な
る
こ
と
を
、
民
衆
へ
の
負
担
軽
減
の
発
想
に
求
め
る
考
え
方
が
あ

　
る
が
、
こ
こ
に
一
種
の
論
理
矛
盾
を
認
め
な
い
わ
け
に
は
ゆ
か
な
い
。

（
2
）
（
3
）
黛
弘
道
編
『
古
代
王
権
と
祭
儀
』
（
平
成
二
年
、
吉
川
弘
文
館
）
所
収
。

（
4
）
　
鈴
木
景
二
「
日
本
古
代
の
行
幸
」
、
『
ヒ
ス
ト
リ
ア
』
一
二
五
号
。

（
5
）
　
石
川
千
恵
子
「
『
東
国
』
行
幸
の
一
考
察
」
、
『
日
本
歴
史
』
四
七
六
号
。

（
6
）
　
行
幸
の
も
つ
政
治
的
意
義
を
め
ぐ
っ
て
は
、
石
川
氏
（
註
（
5
）
）
の
よ
う
に
そ
の
時
々
の
政
治
情
勢
、
就
中
国
際
情
勢
と
結
び
つ
け
て
考
え
る

視
点
や
、
早
川
庄
八
氏
の
「
畿
内
政
権
論
」
の
視
点
（
同
「
律
令
国
家
・
王
朝
国
家
に
お
け
る
天
皇
」
．
『
日
本
の
社
会
史
』
第
三
巻
）
、
さ
ら
に
は
、

前
掲
仁
藤
氏
（
註
（
2
）
）
に
よ
る
「
在
地
首
長
制
論
」
の
視
点
な
ど
、
様
々
な
観
点
か
ら
考
察
さ
れ
て
い
る
。
本
稿
で
は
、
中
央
！
地
方
関
係
を

軸
に
、
現
実
の
政
治
的
需
要
を
念
頭
に
考
察
を
進
め
る
こ
と
に
し
た
い
。

3
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（
7
）
　
「
凡
行
幸
応
経
旬
者
、
弁
史
各
一
人
、
左
右
史
生
各
二
人
、
官
掌
一
人
陪
従
、
若
不
経
宿
者
、
減
左
右
史
生
各
一
人
（
略
）
」
と
み
え
．
行
幸
の

規
模
に
よ
り
、
従
駕
の
形
態
を
異
に
し
た
。
こ
う
し
た
規
定
は
、
奈
良
時
代
を
通
じ
て
形
成
さ
れ
て
き
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
従
駕
の
形
態
に
つ

　
い
て
は
、
澤
木
智
子
「
目
本
古
代
行
幸
に
お
け
る
従
駕
形
態
を
め
ぐ
っ
て
」
（
『
史
艸
』
三
〇
）
に
詳
し
い
。
同
規
定
は
、
全
般
的
に
み
て
、
唐
制
を

範
と
し
て
い
る
が
（
『
冊
府
元
亀
』
巻
一
二
一
等
）
、
異
な
る
点
も
存
在
す
る
。
日
唐
の
相
違
と
そ
の
意
味
に
つ
い
て
は
、
と
く
に
地
方
統
治
策
の
観

点
か
ら
後
述
す
る
。

（
8
）
　
仁
藤
氏
は
、
行
幸
に
伴
う
服
属
儀
礼
を
天
皇
と
在
地
首
長
層
と
の
関
係
維
持
の
観
点
よ
り
捉
え
ら
れ
て
い
る
。

（
9
）
　
か
つ
て
井
上
光
貞
氏
が
示
唆
さ
れ
た
如
く
（
同
「
日
本
律
令
の
成
立
と
そ
の
注
釈
書
」
、
『
律
令
』
、
日
本
思
想
大
系
、
岩
波
書
店
）
、
全
体
と
し

　
て
、
日
本
律
は
令
に
比
べ
，
唐
律
継
受
が
よ
り
直
接
的
で
あ
る
と
さ
れ
る
。
し
か
し
、
当
該
条
は
か
ね
て
よ
り
例
外
と
解
さ
れ
て
き
た
。
そ
の
事
由

　
は
、
多
く
立
法
技
術
論
に
求
め
ら
れ
る
が
、
そ
の
背
景
に
は
両
国
国
情
の
相
違
が
想
定
さ
れ
て
き
た
。
す
な
わ
ち
、
現
状
容
認
論
と
も
言
う
べ
き
政

策
的
配
慮
が
想
定
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。

（
1
0
）
　
利
光
三
津
夫
「
職
制
律
監
臨
官
強
取
猪
鹿
条
に
つ
い
て
」
、
『
法
学
政
治
学
論
究
』
第
二
号
。

（
1
1
）
　
早
川
庄
八
『
中
世
に
生
き
る
律
令
』
（
昭
和
六
十
一
年
、
平
凡
社
）
。

（
1
2
）
　
大
宝
律
令
に
お
い
て
、
す
で
に
こ
う
し
た
条
文
相
互
の
矛
盾
が
存
在
し
、
古
記
は
百
姓
を
煩
わ
せ
ず
．
日
時
を
経
た
後
宴
を
も
つ
こ
と
を
可
と

す
る
無
理
な
解
釈
論
を
展
開
し
た
。
な
お
、
義
解
等
他
の
集
解
諸
説
は
こ
れ
に
従
っ
て
い
な
い
。

（
1
3
）
　
直
木
孝
次
郎
『
飛
鳥
奈
良
時
代
の
研
究
』
（
昭
和
五
十
年
、
塙
書
房
）
．

（
1
4
）
（
1
5
）
　
岡
田
精
司
『
古
代
王
権
の
祭
祀
と
神
話
』
（
昭
和
四
十
五
年
、
塙
書
房
）
。

（
16
）
　
石
上
英
一
「
目
本
賦
役
令
に
お
け
る
法
と
経
済
に
つ
い
て
の
二
、
三
の
問
題
」
，
『
歴
史
学
研
究
』
四
八
四
号
、
同
『
日
本
経
済
史
を
学
ぶ
（
上
）

古
代
・
中
世
』
（
昭
和
五
十
七
年
、
有
斐
閣
）
。

4

二
、
行
幸
国
見
儀
礼
と
国
郡
制

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

　
こ
れ
ま
で
の
諸
研
究
か
ら
も
、
行
幸
の
際
に
み
ら
れ
る
国
見
の
儀
礼
に
つ
い
て
は
、
種
々
の
解
釈
が
加
え
ら
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

か
で
も
重
要
で
あ
る
の
は
、
こ
の
儀
礼
が
在
地
社
会
に
お
い
て
伝
統
的
に
行
わ
れ
て
き
た
こ
と
で
あ
る
。
従
っ
て
、
律
令
は
戸
令
に
国
守
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（
3
）

巡
行
条
を
設
け
、
国
守
が
毎
年
一
回
部
内
を
巡
行
し
て
、
民
衆
を
教
導
す
る
と
と
も
に
、
郡
領
の
能
不
を
監
察
せ
し
め
た
の
で
あ
る
。

　
令
文
「
凡
国
守
．
毎
年
一
巡
行
屡
郡
．
」
に
つ
い
て
集
解
諸
説
は
、
「
元
守
者
．
介
巡
行
也
．
」
（
穴
記
、
跡
記
、
讃
記
以
下
多
数
）
と
し
、
橡
、

目
ら
の
代
行
を
禁
じ
て
い
る
。
任
務
の
重
要
性
か
ら
し
て
、
当
然
の
解
釈
と
言
え
よ
う
．

　
唐
六
典
巻
三
十
．
京
兆
河
南
太
原
牧
及
都
督
刺
史
条
、
あ
る
い
は
唐
開
元
七
年
令
当
該
条
は
、
「
諸
州
刺
史
、
毎
年
一
巡
行
属
県
、
観

風
俗
、
問
百
姓
、
（
略
）
勧
農
桑
、
敦
諭
五
教
、
部
内
有
学
異
能
、
聞
於
郷
間
者
、
挙
而
進
之
、
有
不
孝
悌
、
惇
禮
乱
常
、
不
率
法
令
、
糾

而
縄
之
」
と
、
お
よ
そ
日
本
令
と
同
様
の
条
文
を
掲
げ
て
い
る
。
し
か
し
、
郡
領
の
政
績
能
不
に
つ
い
て
は
、
日
本
独
自
の
慣
行
の
加
え

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

ら
れ
た
こ
と
が
比
較
の
上
か
ら
明
ら
か
と
な
る
。

　
選
叙
令
郡
司
条
に
み
え
る
よ
う
に
、
郡
司
と
は
主
帳
以
上
を
さ
す
が
、
戸
令
当
該
条
は
、
大
領
、
少
領
を
も
っ
て
政
績
能
不
の
対
象
と

し
て
い
る
。
「
讃
云
。
間
。
文
云
。
為
郡
領
之
能
。
為
郡
領
之
不
者
。
未
知
。
主
政
以
下
有
依
能
不
昇
降
哉
。
答
。
私
案
。
主
政
以
下
不

預
此
條
能
不
也
。
」
と
す
る
説
は
、
ほ
ぽ
集
解
諸
説
を
代
表
す
る
も
の
と
言
え
る
。
少
領
、
主
政
の
間
に
政
績
を
め
ぐ
る
立
場
の
相
違
か
認

識
さ
れ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）

　
こ
れ
は
、
在
地
社
会
の
二
重
支
配
を
示
す
も
の
で
あ
る
。
郡
司
は
そ
れ
自
体
律
令
的
側
面
と
非
律
令
的
側
面
と
を
併
せ
も
っ
て
い
る
。

法
の
建
前
と
在
地
社
会
の
実
態
と
の
妥
協
の
産
物
と
言
う
こ
と
も
で
き
よ
う
．
ま
た
、
大
町
健
氏
は
、
養
老
職
員
令
大
領
条
お
よ
び
同
大

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
）

国
条
と
を
比
較
し
て
、
大
領
の
職
掌
規
定
が
抽
象
的
で
あ
る
の
に
対
し
国
守
の
そ
れ
が
具
体
的
で
あ
る
の
は
特
異
で
あ
る
と
さ
れ
た
。
し

か
る
に
、
こ
れ
は
律
令
が
よ
り
郡
司
に
多
く
の
裁
量
を
認
め
た
た
め
と
解
す
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
大
領
の
職
掌
は
「
掌
撫
養
所
部
。
検
察

郡
事
。
」
と
規
定
さ
れ
て
い
る
が
、
職
掌
が
具
体
的
に
特
定
さ
れ
な
い
と
い
う
こ
と
は
、
裏
を
か
え
せ
ば
、
そ
れ
だ
け
広
範
な
裁
量
が
認
め

ら
れ
て
い
る
と
み
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
「
郡
司
是
自
勘
自
申
之
職
也
。
国
司
則
随
申
覆
検
之
吏
也
」
と
し
た
弘
仁
十
年
五
月
の
太
政
官
符

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
）

は
、
こ
う
し
た
地
方
支
配
の
実
態
の
推
移
を
反
映
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
．

　
国
守
に
よ
る
部
内
巡
行
は
、
天
平
期
の
正
税
帳
に
具
体
的
に
み
え
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
天
平
九
年
の
豊
後
国
正
税
帳
を
は
じ
め
と
し
て
、

5
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天
平
十
年
の
薩
摩
国
正
税
帳
、
さ
ら
に
は
同
年
の
但
馬
国
正
税
帳
と
み
て
ゆ
け
ば
、
正
税
を
出
挙
、
収
納
し
、
計
帳
の
手
実
を
せ
め
、
風

俗
を
観
察
し
、
賑
給
す
る
国
司
の
様
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
う
し
た
職
務
が
、
全
国
的
に
執
行
さ
れ
た
か
ど
う
か
は
わ
か
ら
な
い
が
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
）

現
存
す
る
奈
良
朝
正
税
帳
か
ら
は
、
多
く
の
国
で
実
際
に
こ
う
し
た
国
守
巡
行
が
な
さ
れ
た
こ
と
を
想
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
戸
令
当

該
条
は
、
儒
家
を
経
と
し
法
家
を
緯
と
す
る
律
令
を
表
象
す
る
と
同
時
に
、
い
み
じ
く
も
律
令
支
配
の
日
本
的
二
重
構
造
を
示
し
て
い
る

　
　
　
　
（
9
）

と
言
え
よ
う
。

　
こ
う
し
た
国
守
の
巡
行
は
、
天
子
行
幸
を
代
行
す
る
意
味
を
負
わ
さ
れ
て
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
成
年
男
子
に
賦
課
さ
れ
る
労
役

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
0
）

た
る
雑
篠
（
ク
サ
グ
サ
ノ
ミ
ュ
キ
）
は
、
そ
の
一
端
を
示
し
て
い
る
．
雑
揺
は
、
唐
制
と
は
異
な
り
、
朝
廷
に
対
す
る
課
役
で
あ
っ
て
、
大

化
以
前
す
で
に
大
王
ま
た
は
国
宰
が
地
方
を
巡
行
す
る
際
に
課
さ
れ
た
奉
仕
役
と
考
え
ら
れ
る
。

　
こ
こ
で
は
、
少
な
く
と
も
初
期
の
雑
揺
が
朝
廷
の
需
要
を
充
た
す
も
の
で
あ
っ
て
、
地
方
豪
族
が
在
地
で
徴
発
す
る
労
役
と
は
異
な
る

種
類
の
も
の
で
あ
る
こ
と
が
重
要
で
あ
ろ
う
。
雑
篠
を
め
ぐ
っ
て
は
、
周
知
の
如
く
、
賦
役
令
雑
篠
条
集
解
諸
説
の
対
立
を
中
心
に
．
様

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
1
）

々
な
学
説
が
提
起
さ
れ
て
き
た
。
こ
の
う
ち
、
本
稿
で
注
目
す
る
行
幸
と
の
関
連
に
お
い
て
は
、
と
り
わ
け
異
彩
を
放
つ
古
記
の
注
釈
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
12
）

注
目
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
こ
の
点
に
最
初
深
く
洞
察
を
加
え
た
の
は
吉
田
孝
氏
で
あ
り
、
氏
に
よ
り
雑
揺
と
は
ミ
ユ
キ
の
系
譜
を
引

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
13
）

く
も
の
で
あ
る
こ
と
、
国
司
の
権
限
の
消
長
と
と
も
に
変
化
し
た
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
た
。
し
か
し
、
こ
の
理
解
に
異
論
を
唱
え
、
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
4
）

か
で
も
古
記
の
解
釈
を
労
役
の
内
容
面
か
ら
検
討
し
た
長
山
泰
孝
氏
の
説
は
有
力
で
あ
る
。
長
山
氏
が
国
司
の
裁
量
権
と
の
関
係
か
ら
雑

篠
を
説
明
し
た
吉
田
説
を
退
け
た
点
は
肯
首
し
う
る
し
．
結
論
と
し
て
雑
径
が
中
央
政
府
の
需
要
を
充
た
す
性
格
を
も
つ
点
が
よ
り
鮮
明

と
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
両
者
の
理
解
の
間
に
は
、
国
司
の
位
置
づ
け
を
め
ぐ
る
見
解
の
相
違
が
伏
在
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　
と
ま
れ
、
古
記
が
何
故
如
上
の
よ
う
な
特
異
な
解
釈
を
示
し
た
の
か
が
検
討
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
古
記
は
、
田
令
田
租
条

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
5
）

以
下
雑
令
取
水
漉
田
条
に
お
よ
ぶ
十
四
条
を
も
っ
て
、
「
以
上
諸
條
皆
此
令
條
之
内
．
不
在
雑
篠
之
限
」
と
除
外
し
た
後
、
次
の
よ
う
な

解
釈
論
を
展
開
し
た
。

6
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但
臨
時
将
有
事
。
假
令
。
作
新
池
堤
及
倉
庫
．
他
界
路
橋
。
御
蟄
猫
蟄
送
。
公
使
上
下
逓
送
従
馬
等
類
．
皆
是
充
雑
徳
也
。

　
こ
の
部
分
は
、
上
記
の
令
条
に
規
定
が
あ
る
た
め
に
雑
篠
外
と
さ
れ
た
諸
条
に
対
す
る
例
外
規
定
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
新
規
か
つ
広

範
な
敷
設
事
業
、
あ
る
い
は
蟄
の
貢
献
、
公
使
の
逓
送
な
ど
中
央
政
府
や
国
政
に
関
わ
る
「
臨
時
将
有
事
」
は
、
例
外
で
あ
り
、
雑
揺
に

含
ま
れ
る
と
の
解
釈
が
示
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
．
労
役
が
朝
廷
の
需
要
を
充
た
す
場
合
、
た
と
え
そ
れ
が
地
域
社
会
の
労
役
と
し
て
の

性
格
を
も
っ
て
い
た
と
し
て
も
、
雑
揺
に
数
え
挙
げ
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。

　
ま
た
、
古
記
は
さ
ら
に
そ
れ
以
下
に
お
い
て
、
「
又
有
令
條
内
充
雑
径
役
庭
也
」
と
し
て
、
田
令
役
丁
条
以
下
八
条
と
和
銅
五
年
五
月

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
6
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
7
）

十
六
日
の
格
を
挙
げ
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
、
比
較
的
中
央
の
需
要
に
関
わ
る
事
項
と
考
え
ら
れ
、
従
っ
て
令
条
に
規
定
が
あ
っ
て
も
雑
揺

に
含
ま
れ
る
と
解
釈
さ
れ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
以
上
に
雑
篠
と
解
さ
れ
た
事
項
は
、
言
う
な
れ
ば
令
条
内
雑
揺
で
あ
り
、
こ
の
ほ
か
に

規
定
の
な
い
雑
樒
が
あ
れ
ば
、
「
毎
人
均
使
」
、
す
な
わ
ち
人
に
よ
り
負
担
が
均
等
に
な
る
よ
う
配
慮
す
べ
き
こ
と
が
謳
わ
れ
て
い
る
の
で
あ

る
．
し
か
し
、
「
但
臨
時
将
有
事
」
に
あ
た
る
事
項
に
つ
い
て
は
、
岸
俊
男
氏
の
見
解
の
如
く
、
こ
れ
こ
そ
令
条
外
の
雑
篠
で
あ
る
と
の
理

　
　
　
　
　
　
　
（
1
8
）

解
が
生
ま
れ
て
く
る
。
長
山
氏
同
様
、
こ
の
解
釈
は
文
脈
の
流
れ
に
沿
う
も
の
で
は
な
く
、
上
述
の
解
釈
が
文
理
上
妥
当
で
あ
る
と
考
え

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
9
）

る
．
と
は
い
え
、
こ
う
し
た
誤
解
を
生
じ
る
原
因
は
古
記
の
文
章
構
成
に
あ
る
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
す
な
わ
ち
、
古
記
は
、
「
令

條
外
．
未
知
。
外
字
之
意
。
」
な
る
問
い
に
妥
当
な
回
答
を
与
え
た
と
は
言
え
な
い
で
あ
ろ
う
。

　
こ
こ
で
筆
者
に
と
っ
て
重
要
な
の
は
、
「
但
臨
時
将
有
事
」
に
あ
た
る
事
項
に
雑
揺
を
充
て
る
と
い
う
こ
と
、
お
よ
び
令
条
内
雑
篠
で

あ
る
。
こ
れ
ら
雑
篠
を
充
て
て
役
す
る
労
役
負
担
は
、
お
よ
そ
朝
廷
の
需
要
を
充
た
す
性
質
を
帯
び
る
傾
向
が
み
て
と
れ
る
．
古
記
の
成

立
す
る
天
平
十
年
頃
に
は
、
未
だ
雑
揺
を
ミ
ユ
キ
と
し
て
特
別
視
す
る
考
え
方
が
存
在
し
た
如
く
で
あ
る
。

　
雑
揺
を
充
て
る
役
の
う
ち
、
上
記
の
和
銅
五
年
五
月
の
格
に
み
え
る
よ
う
に
、
郡
司
で
あ
っ
て
も
向
京
の
際
公
事
で
あ
れ
ぽ
、
馬
夫
が

給
さ
れ
、
海
路
の
場
合
も
相
応
の
水
手
が
供
与
さ
れ
た
の
で
あ
る
．
律
令
政
府
の
地
方
統
治
策
へ
の
配
慮
の
一
端
を
示
す
も
の
で
あ
ろ
う
。

　
行
幸
は
、
雑
篠
制
に
み
ら
れ
る
こ
う
し
た
中
央
－
地
方
関
係
の
下
で
挙
行
さ
れ
、
国
郡
制
の
定
着
に
一
定
の
影
響
を
与
え
た
も
の
と

7
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（
2
0
）

考
え
ら
れ
る
。
雑
篠
は
、
天
皇
の
権
威
を
も
っ
て
、
国
司
が
部
内
の
人
員
を
動
員
し
う
る
環
境
を
醸
成
す
る
上
に
与
っ
て
力
あ
っ
た
と
言

う
こ
と
が
で
き
よ
う
。

　
（
1
）
　
岡
田
精
司
『
古
代
王
権
の
祭
祀
と
神
話
』
を
は
じ
め
、
近
時
の
仁
藤
前
掲
論
文
に
至
る
ま
で
、
行
幸
の
際
行
わ
れ
る
国
見
の
儀
礼
に
つ
い
て
は
、

　
　
地
域
支
配
の
正
当
化
に
そ
の
政
治
的
意
義
を
認
め
る
見
解
が
有
力
で
あ
る
。
大
王
に
よ
る
国
見
行
事
は
、
山
や
丘
と
い
っ
た
高
台
か
ら
そ
の
地
域
を

　
　
望
む
一
種
の
巡
視
活
動
と
し
て
発
展
し
た
も
の
で
あ
る
。

　
（
2
）
　
『
古
事
記
』
、
『
目
本
書
紀
』
、
各
種
『
風
土
記
』
、
『
万
葉
集
』
等
に
多
く
散
見
す
る
国
見
は
、
早
く
も
五
世
紀
こ
ろ
に
は
支
配
下
の
国
情
視
察
と

　
　
い
っ
た
政
治
目
的
を
帯
び
る
に
至
っ
て
い
た
。
と
り
わ
け
『
風
土
記
』
に
み
え
る
国
見
伝
承
は
．
首
長
層
の
支
配
を
大
王
の
事
績
に
仮
託
す
る
こ
と

　
　
に
よ
っ
て
．
そ
の
権
威
化
が
企
図
さ
れ
て
い
る
。

　
（
3
）
　
律
令
施
行
後
も
国
見
の
政
治
的
意
義
を
伝
え
る
記
事
が
多
く
散
見
し
、
続
紀
に
は
『
観
望
」
の
語
を
多
数
数
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
同
時
代
の

　
　
行
幸
の
実
態
に
つ
い
て
は
、
次
節
以
下
に
お
い
て
詳
述
す
る
。
な
お
、
上
述
の
仁
藤
氏
は
国
守
の
巡
行
の
ほ
か
に
．
国
見
の
伝
統
が
天
皇
自
身
に
よ

　
　
る
地
図
を
み
る
行
為
と
し
て
継
承
さ
れ
た
こ
と
を
、
『
延
喜
式
』
図
書
寮
・
行
幸
従
駕
規
定
や
、
『
西
宮
記
』
巻
八
を
も
と
に
論
じ
て
い
る
。

　
（
4
）
　
『
唐
令
拾
遺
』
、
『
大
唐
六
典
』
当
該
条
。
郡
領
の
政
績
能
不
は
、
郡
司
の
地
域
支
配
の
根
強
さ
と
律
令
政
府
の
地
方
統
治
策
の
一
面
を
示
す
も

　
　
の
で
あ
る
。
考
課
令
国
郡
司
条
お
よ
び
職
員
令
大
郡
条
は
、
大
領
と
少
領
に
「
検
察
郡
事
」
を
委
任
す
る
と
と
も
に
、
政
績
能
不
の
責
任
を
負
わ
し

　
　
め
て
い
る
。

　
（
5
）
在
地
社
会
の
権
力
構
造
を
認
め
、
地
方
官
に
一
定
の
裁
量
を
委
ね
る
律
令
国
家
の
統
治
体
制
と
説
明
で
き
よ
う
。
郡
司
の
性
格
に
つ
い
て
は
．
一

　
　
米
田
雄
介
『
郡
司
の
研
究
』
（
昭
和
五
十
三
年
、
法
政
大
学
出
版
局
）
参
照
。

　
（
6
）
　
大
町
健
『
目
本
古
代
の
国
家
と
在
地
首
長
制
』
（
昭
和
六
十
一
年
、
校
倉
書
房
）
、
一
五
三
頁
以
下
参
照
。

　
（
7
）
律
令
政
府
は
、
郡
司
の
独
自
性
を
容
認
し
、
一
定
の
裁
量
権
行
使
を
許
し
．
国
司
は
こ
れ
を
覆
検
し
た
の
で
あ
る
。
従
っ
て
、
郡
司
の
行
政
権

　
　
を
国
司
に
集
中
さ
れ
た
行
政
的
機
能
と
結
び
つ
け
る
見
方
に
は
立
て
な
い
。

　
（
8
）
　
林
陸
朗
・
鈴
木
靖
民
『
復
元
天
平
諸
国
正
税
帳
』
、
井
上
辰
雄
『
正
税
帳
の
研
究
』
あ
る
い
は
薗
田
香
融
『
目
本
古
代
財
政
史
の
研
究
』
等
の
研

　
　
究
か
ら
、
天
平
二
年
大
倭
国
正
税
帳
を
最
初
に
同
十
一
年
ま
で
の
二
十
三
帳
が
知
ら
れ
て
い
る
。
以
上
の
詳
細
な
検
討
か
ら
、
各
国
の
正
税
帳
に
み

　
　
え
る
国
司
の
部
内
巡
行
が
広
く
行
わ
れ
た
と
考
え
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

　
（
9
）
　
国
司
に
よ
る
部
内
巡
行
は
、
「
巡
行
部
内
教
導
伯
姓
」
、
「
為
観
風
俗
鼓
問
伯
姓
消
息
」
を
目
的
と
す
る
も
の
で
、
い
わ
ば
儒
教
的
徳
治
主
義
の
側

　
　
面
と
、
前
述
の
よ
う
な
郡
領
の
政
績
に
み
え
る
法
家
的
側
面
を
併
せ
も
っ
て
い
る
と
言
え
る
。
こ
の
こ
と
は
．
郡
領
に
政
績
能
不
の
責
任
を
限
定
し

8
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た
律
令
政
府
の
地
方
統
治
策
と
考
え
あ
わ
せ
る
こ
と
に
よ
り
、
よ
り
律
令
支
配
の
日
本
的
二
重
構
造
が
明
ら
か
と
な
ろ
う
．

（
1
0
）
　
薗
田
前
掲
書
、
岸
俊
男
『
日
本
古
代
籍
帳
の
研
究
』
、
直
木
孝
次
郎
『
飛
鳥
奈
良
時
代
の
研
究
』
等
か
ら
、
雑
径
は
、
　
一
方
で
中
国
律
令
の
継

受
に
伴
い
飛
鳥
浄
御
原
令
に
規
定
さ
れ
た
が
、
他
方
、
そ
れ
以
前
の
ミ
ユ
キ
の
伝
統
を
も
継
承
す
る
労
役
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
．
近
年
ま
で
に

吉
田
孝
氏
ら
に
よ
っ
て
蓄
積
さ
れ
た
研
究
か
ら
、
雑
径
は
、
本
来
朝
廷
へ
の
奉
仕
役
で
あ
っ
て
、
地
方
豪
族
が
独
自
に
徴
発
す
る
労
役
と
は
系
統
を

異
に
す
る
と
の
理
解
が
示
さ
れ
て
き
た
。
す
な
わ
ち
、
唐
の
雑
径
が
中
央
財
源
に
直
結
す
る
課
役
で
な
く
、
唐
律
令
も
雑
揺
に
つ
い
て
は
必
ず
し
も

明
確
な
規
定
を
設
け
て
い
な
か
っ
た
こ
と
は
、
雑
径
を
ミ
ユ
キ
と
す
る
日
本
に
と
っ
て
は
好
都
合
で
あ
っ
た
。
後
述
の
よ
う
に
、
天
平
期
の
現
状
を

踏
ま
え
た
古
記
の
解
釈
は
、
こ
う
し
た
背
景
と
深
く
関
連
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

（
1
1
）
　
義
解
－
令
釈
、
跡
記
は
、
「
令
条
外
」
を
賦
役
令
歳
役
条
以
外
と
考
え
る
。
一
方
、
古
記
は
、
田
令
田
租
条
、
賦
役
令
調
庸
物
条
、
軍
防
令
軍
団

置
鼓
条
、
城
復
条
、
蕃
使
出
入
条
，
東
辺
条
、
営
繕
令
貯
庫
器
伎
条
、
須
女
功
条
、
京
内
大
橋
条
、
津
橋
道
路
条
、
近
大
水
条
、
捕
亡
令
囚
及
征
人

条
、
有
盗
賊
条
、
雑
令
取
水
概
田
条
、
計
十
四
条
を
雑
衙
の
限
り
で
な
い
と
し
た
。
そ
れ
は
、
こ
れ
ら
が
令
条
内
だ
か
ら
で
あ
る
と
言
う
．

（
12
）
　
岸
俊
男
説
で
は
、
古
記
の
ひ
と
り
特
異
な
解
釈
は
、
労
役
負
担
者
が
令
の
条
文
に
明
確
な
規
定
が
あ
る
か
な
い
か
に
よ
っ
て
区
別
し
た
も
の
で

あ
る
と
理
解
す
る
。
し
か
し
、
古
記
は
負
担
者
に
注
目
し
て
分
類
し
た
の
で
は
な
く
、
後
述
の
如
く
、
労
役
の
内
容
に
よ
っ
て
分
類
し
た
と
考
え
る

方
が
わ
か
り
や
す
い
よ
う
に
思
う
。

（
13
）
吉
田
氏
の
説
は
、
古
記
の
解
釈
を
も
と
に
雑
径
を
三
つ
に
分
類
し
、
令
内
十
四
条
は
雑
径
の
限
り
で
な
い
も
の
（
A
類
）
、
A
類
同
様
令
内
で

も
雑
倍
を
あ
て
る
も
の
（
B
類
）
、
令
条
外
の
も
の
（
C
類
）
と
し
て
展
開
さ
れ
る
。
こ
う
し
た
分
類
に
立
ち
、
氏
説
の
特
徴
は
、
雑
倍
制
を
国
司

　
の
裁
量
権
の
消
長
に
も
と
づ
き
説
明
す
る
点
に
あ
る
（
『
律
令
国
家
と
古
代
の
社
会
』
）
。

（
14
）
　
長
山
泰
孝
『
律
令
負
担
体
系
の
研
究
』
（
平
成
三
年
．
塙
書
房
）
。

（
1
5
〉
　
令
条
十
四
条
の
う
ち
、
古
記
の
分
類
に
独
自
性
が
認
め
ら
れ
る
軍
防
令
城
復
条
、
東
辺
条
、
営
繕
令
津
橋
道
路
条
、
近
大
水
条
、
捕
亡
令
囚
及

　
征
人
条
、
有
盗
賊
条
、
雑
令
取
水
概
田
条
の
諸
条
は
、
国
事
に
属
し
、
中
央
政
府
と
の
関
連
は
希
薄
と
言
え
る
。

（
16
）
　
「
但
臨
時
将
有
事
」
は
、
前
段
の
例
外
規
定
と
し
て
読
む
べ
き
も
の
で
あ
り
、
ま
た
「
又
有
令
条
内
充
雑
倍
役
処
」
以
下
は
．
先
の
令
条
内
雑

　
揺
と
解
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
．

（
1
7
）
　
長
山
氏
の
古
記
理
解
を
整
理
す
る
と
、
結
局
雑
倍
と
は
、
「
ま
ず
第
一
に
中
央
政
府
の
必
要
と
す
る
物
資
や
労
役
の
調
達
に
応
じ
る
労
働
力
供

　
給
源
と
し
て
設
け
ら
れ
た
も
の
」
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。

（
18
）
（
1
9
）
　
長
山
前
掲
書
参
照
。

（
2
0
）
　
国
司
が
雑
径
を
有
力
な
税
目
と
し
た
の
は
、
そ
れ
が
本
来
朝
廷
奉
仕
役
で
あ
っ
た
た
め
で
あ
ろ
う
。

9
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三
、
奈
良
朝
の
行
幸

　
行
幸
を
畿
内
政
権
の
地
方
統
治
策
の
一
環
と
み
る
視
点
か
ら
、
次
に
奈
良
朝
を
中
心
と
す
る
行
幸
に
つ
い
て
体
系
的
分
析
を
加
え
る
こ

と
と
す
る
．
持
統
朝
か
ら
桓
武
朝
ま
で
、
お
よ
そ
一
二
〇
年
間
に
二
九
二
回
の
行
幸
が
挙
行
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
う
ち
、
い
わ
ゆ
る
京
外

へ
の
行
幸
は
、
一
〇
八
回
で
、
全
体
の
三
六
・
九
九
パ
ー
セ
ン
ト
を
占
め
て
い
る
。

　
こ
の
間
、
十
代
八
人
の
天
皇
が
在
位
し
た
が
、
京
外
行
幸
に
つ
い
て
は
、
持
統
朝
に
四
三
回
、
文
武
朝
に
十
二
回
、
元
明
朝
に
九
回
、
元

正
朝
に
八
回
、
聖
武
朝
に
十
七
回
、
孝
謙
朝
に
二
回
、
淳
仁
朝
に
二
回
、
称
徳
朝
に
四
回
、
光
仁
朝
に
四
回
、
桓
武
朝
に
七
回
を
数
え
る
こ

　
　
　
　
（
1
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

と
が
で
き
る
。
こ
の
他
、
こ
の
時
代
の
行
幸
に
は
、
寺
社
、
臣
下
第
、
あ
る
い
は
狩
猟
を
目
的
と
し
た
行
幸
が
み
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
の
推

移
を
ま
ず
概
観
し
て
お
こ
う
。

　
ま
ず
、
京
外
行
幸
の
推
移
を
み
る
と
、
持
統
朝
お
よ
び
聖
武
朝
が
き
わ
だ
っ
て
多
い
が
、
全
体
と
し
て
は
、
時
代
を
下
る
に
つ
れ
減
少

の
傾
向
に
あ
る
。
お
お
よ
そ
聖
武
朝
を
転
機
に
減
少
に
転
じ
た
と
い
っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
逆
に
、
聖
武
朝
に
は
、
寺
社
、
臣
下
第
へ
の

行
幸
と
い
っ
た
新
し
い
タ
イ
プ
の
行
幸
が
発
生
す
る
。
当
代
の
行
幸
に
と
っ
て
．
様
々
な
意
味
で
聖
武
朝
は
一
大
転
換
期
と
言
う
こ
と
が

　
（
3
）

で
き
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

　
か
つ
て
、
坂
本
太
郎
氏
は
『
上
代
駅
制
の
研
究
』
に
お
い
て
、
古
代
行
幸
の
時
期
区
分
を
示
さ
れ
た
。
第
一
期
は
、
天
武
朝
か
ら
称
徳

朝
ま
で
で
、
京
外
行
幸
を
主
と
し
、
全
般
に
遊
覧
を
目
的
と
す
る
。
第
二
期
は
、
光
仁
朝
か
ら
仁
明
朝
ま
で
で
、
京
外
行
幸
は
減
少
し
、

か
わ
っ
て
狩
猟
等
を
目
的
と
す
る
行
幸
が
み
ら
れ
る
。
第
三
期
は
、
文
徳
朝
以
降
で
、
寺
社
へ
の
巡
礼
を
目
的
と
す
る
よ
う
に
な
る
。
と

い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
分
類
は
、
確
か
に
対
象
と
す
る
期
間
が
長
く
、
そ
の
点
広
範
な
視
点
が
加
え
ら
れ
る
も
の
の
、
基
本
的
に
は

行
幸
の
意
義
を
遊
興
的
側
面
に
限
定
し
て
考
え
て
い
る
た
め
、
不
十
分
で
あ
ろ
う
。

　
坂
本
氏
以
降
の
研
究
で
も
、
奈
良
時
代
の
天
皇
は
盛
ん
に
京
外
へ
行
幸
す
る
が
、
平
安
時
代
に
入
る
と
天
皇
は
都
の
外
に
出
か
け
な
く
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な
る
傾
向
が
指
摘
さ
れ
て
き
た
。
そ
し
て
、
そ
の
理
由
と
し
て
は
、
君
主
と
し
て
の
天
皇
の
権
威
が
確
立
し
た
結
果
で
あ
る
と
の
説
明
が

　
　
　
　
　
（
5
）

な
さ
れ
て
い
る
。
し
か
L
、
こ
う
し
た
分
析
の
根
拠
を
再
検
討
し
て
ゆ
く
と
、
意
外
に
そ
の
論
拠
は
希
薄
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　
こ
の
点
と
関
連
し
て
、
近
時
の
研
究
に
お
い
て
注
目
さ
れ
る
の
は
、
行
幸
そ
の
も
の
が
実
は
律
令
制
の
導
入
と
と
も
に
形
成
さ
れ
た
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
）

で
は
な
く
、
む
し
ろ
そ
れ
以
前
の
大
王
時
代
の
伝
統
を
踏
襲
し
つ
つ
形
成
さ
れ
た
点
が
指
摘
さ
れ
た
こ
と
で
あ
る
。

　
そ
も
そ
も
、
律
令
本
条
を
み
る
限
り
、
唐
の
天
子
巡
幸
が
範
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
確
か
で
あ
ろ
う
。
例
え
ば
、
儀
制
令
車
駕
巡
幸
条

は
、
「
凡
車
駕
巡
幸
及
還
。
百
官
五
位
以
上
辞
迎
。
留
守
者
。
不
在
辞
迎
之
限
．
若
不
経
宿
者
。
不
用
此
令
。
」
と
規
定
し
、
行
幸
の
出
発

時
の
奉
見
お
よ
び
帰
還
時
の
奉
見
た
る
辞
迎
、
そ
し
て
留
守
官
に
つ
い
て
ふ
れ
て
い
る
。
留
守
官
に
つ
い
て
、
古
記
は
「
留
守
。
謂
皇
太

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
）

子
監
国
是
。
不
然
者
。
執
契
宰
相
是
。
」
と
し
、
皇
太
子
監
国
の
徹
底
し
な
い
わ
が
国
の
実
情
を
踏
え
た
解
釈
を
加
え
て
い
る
。
い
ず
れ
に

せ
よ
、
「
若
不
経
宿
者
。
不
用
此
令
。
」
と
は
、
「
駕
行
一
日
之
内
往
還
也
。
」
（
釈
説
）
の
場
合
以
外
を
想
定
し
た
も
の
で
あ
り
、
京
外
行
幸
へ

の
備
え
は
唐
制
に
従
っ
た
と
言
う
こ
と
が
で
き
る
。
唐
令
当
該
条
を
案
ず
る
に
、
唐
六
典
巻
四
禮
部
郎
中
員
外
郎
条
、
冊
府
元
亀
巻
六
十

一
、
開
元
禮
巻
三
序
例
下
雑
制
の
間
に
は
多
少
字
句
の
相
違
が
み
ら
れ
る
が
、
日
本
令
は
ほ
ぼ
そ
の
大
意
を
継
受
し
た
と
み
て
大
過
な
い

　
　
　
（
8
）

で
あ
ろ
う
。

　
し
か
し
、
こ
う
し
た
留
守
関
連
の
規
定
の
ほ
か
に
、
律
令
に
は
多
数
の
行
幸
に
か
か
わ
る
条
文
が
設
け
ら
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
は
、
と
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
9
）

わ
け
警
備
上
処
罰
を
必
要
と
す
る
条
文
が
注
意
を
ひ
く
が
、
実
際
の
行
幸
を
め
ぐ
る
具
体
的
次
第
が
「
歯
簿
令
」
と
し
て
規
定
さ
れ
る
こ

　
　
　
　
　
（
10
）

と
は
な
か
っ
た
。
こ
の
こ
と
は
、
す
で
に
大
王
時
代
の
行
幸
形
態
が
定
着
し
て
い
た
こ
と
、
さ
ら
に
は
唐
の
場
合
と
は
明
ら
か
に
異
な
る

日
本
独
自
の
行
幸
に
対
す
る
政
治
的
要
請
が
あ
っ
た
こ
と
を
示
唆
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

　
七
世
紀
後
半
か
ら
八
世
紀
を
通
じ
て
、
国
郡
関
係
は
著
し
い
変
貌
を
遂
げ
た
．
そ
れ
が
、
律
令
政
府
の
地
方
統
治
策
と
密
接
に
関
連
す

る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
国
郡
関
係
の
変
化
は
、
と
り
わ
け
郡
司
の
人
事
政
策
と
財
物
貢
献
の
面
に
端
的
に
現
れ
て
い
る
よ
う
に
思

わ
れ
る
。

11



法学研究66巻6号（’93：6）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
パ
ロ
ロ

　
人
事
政
策
に
つ
い
て
は
、
郡
領
の
試
練
が
重
要
で
あ
ろ
う
。
郡
司
の
試
練
と
叙
任
を
め
ぐ
っ
て
は
、
天
平
期
に
一
つ
の
転
換
点
を
認
め

る
こ
と
が
で
き
る
。
続
紀
天
平
七
年
五
月
丙
子
条
の
制
を
み
て
み
た
い
。

　
畿
内
七
道
諸
国
。
宜
除
国
擬
外
。
別
簡
難
波
朝
廷
以
還
。
譜
第
重
大
四
五
任
副
之
。
如
有
難
元
譜
第
．
而
身
才
絶
倫
。
拉
労
勤
聞
衆
者
．
別
状
亦
副
。

　
並
附
朝
集
使
申
送
。
其
身
限
十
二
月
一
日
。
集
式
部
省
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
⑫
）

　
こ
の
制
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
も
式
部
省
に
よ
る
実
質
的
な
鈴
擬
権
の
掌
握
と
評
価
さ
れ
て
き
た
が
、
こ
こ
で
は
、
そ
の
結
果
同
時

に
郡
領
の
人
選
に
お
け
る
国
擬
、
す
な
わ
ち
国
司
の
鎗
擬
権
が
制
約
さ
れ
た
点
が
重
要
で
あ
る
。
ま
た
、
「
郡
司
主
政
主
帳
者
。
国
司
便

（
掲
）任
。
」
と
の
原
則
も
、
和
銅
五
年
四
月
の
詔
に
よ
り
崩
さ
れ
て
い
る
。
人
事
政
策
の
面
に
お
い
て
、
八
世
紀
を
通
じ
、
郡
司
に
対
す
る
国
司

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
4
）

の
権
限
は
縮
小
し
た
と
言
っ
て
ま
ち
が
い
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
5
）

　
一
方
、
郡
領
に
よ
る
財
物
貢
献
に
つ
い
て
は
、
八
世
紀
を
通
じ
続
紀
の
上
に
多
数
確
認
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
貢
献
物
の
多
く
は
、

穀
稲
、
布
、
銭
貨
の
類
で
あ
り
、
そ
の
建
前
上
の
目
的
も
、
寺
に
対
す
る
も
の
、
社
会
資
本
に
か
か
わ
る
も
の
、
救
貧
な
ど
多
岐
に
わ
た

っ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
6
）

　
郡
領
に
よ
る
財
物
貢
献
は
、
猟
官
運
動
の
一
環
と
し
て
な
さ
れ
た
可
能
性
が
高
い
。
郡
領
が
財
物
貢
献
を
行
っ
た
事
例
は
、
主
と
し
て

聖
武
朝
以
降
に
確
認
さ
れ
る
。
称
徳
、
光
仁
、
桓
武
と
時
代
を
下
る
に
従
い
、
そ
の
傾
向
は
よ
り
顕
著
と
な
る
。
称
徳
朝
以
降
は
、
郡
領

に
と
ど
ま
ら
ず
、
財
物
貢
献
は
主
政
、
主
帳
に
ま
で
拡
大
す
る
。
光
仁
朝
に
は
、
遠
江
国
の
三
主
帳
ら
が
相
次
い
で
救
民
の
た
め
私
財
を

　
　
　
　
（
1
7
）

投
じ
て
い
る
。

　
辛
酉
。
遠
江
國
磐
田
郡
主
帳
元
位
若
湯
坐
郡
龍
麻
呂
。
萩
原
郡
主
帳
元
位
赤
染
造
長
濱
。
城
飼
郡
主
帳
元
位
玉
作
部
廣
公
。
檜
前
舎
人
部
諸
國
。
讃
岐

　
国
三
野
郡
人
丸
部
臣
豊
球
。
各
以
私
物
養
窮
民
廿
人
已
上
。
賜
爵
人
二
級
。

　
続
紀
宝
亀
二
年
三
月
四
日
条
に
は
、
右
の
如
く
、
遠
江
三
郡
の
主
帳
ら
が
窮
民
救
済
の
た
め
財
物
貢
献
を
行
い
、
叙
爵
を
受
け
て
い
る
。

彼
ら
の
目
的
と
す
る
と
こ
ろ
は
奈
辺
に
あ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

12



古代行幸の政治的機能

　
八
世
紀
後
半
、
在
地
豪
族
は
郡
司
補
任
を
も
く
ろ
む
と
同
時
に
、
在
地
に
お
け
る
自
己
の
支
配
権
強
化
を
望
ん
で
い
た
と
思
わ
れ
る
。

八
世
紀
を
通
じ
、
中
央
政
府
は
地
方
行
政
へ
の
介
入
を
強
め
て
い
っ
た
。
律
令
政
府
は
、
国
司
の
権
限
を
抑
え
、
直
接
在
地
首
長
た
る
郡

司
へ
の
統
制
を
強
化
し
た
。
こ
う
し
た
こ
と
は
、
以
上
に
み
た
郡
領
の
試
練
お
よ
び
財
物
貢
献
の
点
か
ら
確
認
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
そ
し
て
、
中
央
政
府
に
よ
る
地
方
行
政
へ
の
介
入
は
、
結
果
と
し
て
、
天
皇
行
幸
へ
の
政
治
的
需
要
を
低
下
せ
し
め
た
で
あ
ろ
う
。
す

な
わ
ち
、
裏
を
返
せ
ば
、
未
だ
中
央
統
制
を
欠
い
た
八
世
紀
前
半
に
あ
っ
て
は
、
少
な
か
ら
ず
行
幸
へ
の
政
治
的
需
要
が
存
在
し
た
も
の

と
考
え
ら
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
8
）

　
延
喜
太
政
官
式
行
幸
条
は
、
車
駕
、
歯
簿
の
形
態
や
そ
の
行
程
に
ふ
れ
た
後
、
次
の
よ
う
に
救
憧
お
よ
び
功
労
者
へ
の
恩
恵
に
言
及
す
る
。

　
其
行
幸
路
傍
、
百
姓
窮
困
者
賑
憧
、
長
老
者
賜
物
、
側
近
社
寺
奉
幣
説
経
、
臨
駕
将
廻
即
有
宣
命
、
賜
當
國
郡
司
等
隷
有
差
、
行
宮
側
近
高
年
八
十
以

　
上
、
及
陪
従
人
等
賜
物
有
敷

こ
う
し
た
奉
仕
に
対
す
る
賜
物
、
あ
る
い
は
叙
位
は
、
内
匠
寮
や
式
部
省
に
委
任
さ
れ
、
奈
良
朝
を
通
じ
行
幸
の
度
ご
と
に
整
備
さ
れ
た

も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
例
え
ば
、
続
紀
和
銅
元
年
九
月
庚
辰
条
、
同
乙
酉
条
に
は
、
元
明
天
皇
の
山
背
国
相
楽
郡
岡
田
離
宮
お
よ
び
春
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
19
）

離
宮
へ
の
行
幸
に
際
し
、
国
郡
司
へ
の
賜
禄
、
あ
る
い
は
当
該
郡
に
当
年
の
調
を
免
除
す
る
旨
の
措
置
が
施
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
聖
武

天
皇
は
、
天
平
十
二
年
十
月
の
不
破
郡
不
破
頓
宮
行
幸
に
際
し
て
も
、
美
濃
国
の
国
郡
司
に
位
一
級
を
進
ま
し
め
、
志
賀
山
寺
へ
の
行
幸

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
20
）

で
も
近
江
国
の
国
郡
司
に
同
様
の
恩
恵
を
賜
与
し
た
の
で
あ
っ
た
．

　
こ
こ
で
注
目
し
た
い
の
は
、
行
幸
に
あ
た
り
、
当
該
国
の
国
司
と
郡
司
が
同
時
に
恩
恵
の
対
象
と
さ
れ
て
い
る
点
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、

国
司
と
郡
司
は
ほ
ぼ
一
体
化
し
て
行
幸
に
奉
仕
し
、
こ
れ
に
対
し
叙
位
や
賜
禄
が
な
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
か
か
る
形
態
は
、
吉
田
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
1
）

鈴
木
両
氏
の
指
摘
に
か
か
る
如
く
、
平
安
朝
初
期
ま
で
に
は
定
式
化
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
『
日
本
紀
略
』
延
暦
二
十
二
年
閏
十
月

条
を
み
る
と
、
近
江
国
蒲
生
野
行
幸
に
際
し
て
、
蒲
生
三
郡
の
当
年
の
田
租
が
免
除
さ
れ
、
「
勤
仕
國
郡
司
」
に
「
官
冠
上
賜
」
旨
の
宣
命

　
　
　
　
　
　
　
（
2
2
）

が
発
せ
ら
れ
て
い
る
。
『
類
聚
国
史
』
弘
仁
五
年
二
月
甲
午
条
以
下
に
み
え
る
交
野
行
幸
に
お
い
て
も
、
国
司
の
み
な
ら
ず
、
等
級
に
応

13



法学研究66巻6号（’93＝6）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
3
）

じ
郡
司
に
賜
綿
が
な
さ
れ
て
い
る
。

　
行
幸
を
め
ぐ
る
こ
う
し
た
慣
行
は
、
大
王
行
幸
の
伝
統
を
継
承
し
つ
つ
、
平
安
初
期
に
は
定
着
し
た
も
の
と
考
え
る
。
し
か
し
、
以
上

に
み
た
よ
う
に
、
京
外
行
幸
が
本
来
負
っ
て
い
た
国
郡
制
定
着
と
い
う
政
治
的
機
能
は
、
早
く
も
元
正
朝
な
い
し
は
聖
武
朝
こ
ろ
に
は
所

期
の
目
的
を
達
成
し
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

（
1
）
　
『
続
目
本
紀
』
に
よ
れ
ぽ
、
元
正
朝
ま
で
は
、
行
幸
の
内
訳
は
京
外
行
幸
に
限
定
さ
れ
、
聖
武
朝
以
降
、
寺
社
行
幸
や
臣
下
第
行
幸
等
が
行
わ

れ
る
に
至
っ
た
。
聖
武
朝
以
降
も
、
京
外
行
幸
は
若
干
の
微
増
傾
向
を
示
す
が
、
遊
猟
目
的
の
行
幸
が
圧
倒
的
に
増
加
し
、
全
般
的
傾
向
と
し
て
減

少
に
転
じ
て
い
る
と
言
っ
て
大
過
な
い
で
あ
ろ
う
．

（
2
）
　
寺
社
行
幸
や
臣
下
第
行
幸
は
、
各
天
皇
の
代
ご
と
に
増
減
が
あ
り
、
遊
猟
目
的
の
行
幸
は
、
桓
武
朝
を
境
に
急
速
に
増
加
傾
向
を
示
す
こ
と
に

な
る
。
遊
猟
行
幸
は
、
む
し
ろ
奈
良
朝
以
前
に
そ
の
事
例
が
多
く
確
認
さ
れ
る
（
『
日
本
書
紀
』
、
『
播
磨
風
土
記
』
等
参
照
）
。

（
3
）
　
仁
藤
前
掲
論
文
に
よ
れ
ぽ
、
天
皇
行
幸
は
天
平
十
二
年
の
聖
武
帝
関
東
行
幸
以
降
完
成
段
階
に
入
る
と
言
わ
れ
て
い
る
。
同
氏
は
、
か
か
る
点

　
に
つ
い
て
、
行
幸
臨
時
官
司
の
設
置
、
内
匠
寮
の
成
立
、
従
駕
兵
力
の
整
備
、
離
宮
の
完
成
等
に
そ
の
根
拠
を
求
め
ら
れ
て
い
る
．

（
4
）
　
坂
本
太
郎
『
上
代
駅
制
の
研
究
』
（
昭
和
三
年
、
至
文
堂
）
は
．
行
幸
を
遊
興
目
的
と
す
る
通
説
を
形
成
す
る
上
で
大
き
な
影
響
を
も
っ
た
研

究
と
言
え
る
．

（
5
）
　
早
川
庄
八
「
律
令
国
家
・
王
朝
国
家
に
お
け
る
天
皇
」
（
『
日
本
の
社
会
史
』
第
三
巻
）
。

（
6
）
　
鈴
木
前
掲
論
文
、
仁
藤
前
掲
論
文
等
参
照
。

（
7
）
　
皇
太
子
監
国
制
に
つ
い
は
、
荒
木
敏
夫
『
日
本
古
代
の
皇
太
子
』
（
昭
和
六
十
二
年
、
吉
川
弘
文
館
）
に
詳
し
い
。
晴
唐
の
皇
太
子
監
国
制
に

　
つ
い
て
は
、
す
で
に
瀧
川
政
次
郎
博
士
の
『
京
制
並
に
都
城
制
の
研
究
』
（
昭
和
四
十
二
年
、
角
川
書
店
）
が
あ
り
、
『
晴
書
』
、
『
旧
唐
書
』
並
び
に

　
『
新
唐
書
』
か
ら
、
皇
太
子
監
国
が
実
施
さ
れ
た
様
子
が
確
認
さ
れ
る
．
こ
れ
に
比
べ
、
日
本
で
は
、
公
式
令
勅
旨
条
お
よ
び
同
令
便
奏
式
条
が
、

皇
太
子
監
国
を
謳
っ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
行
幸
関
係
条
文
を
め
ぐ
る
集
解
諸
説
の
解
釈
は
、
「
留
守
者
」
を
必
ず
し
も
皇
太
子
に
限
定
し
て

　
お
ら
ず
、
実
際
、
『
続
目
本
紀
』
の
実
例
か
ら
も
皇
太
子
監
国
の
実
態
を
確
認
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。

（
8
）
　
『
大
唐
六
典
』
巻
四
、
参
照
。

（
9
）
　
衛
禁
律
車
行
衝
隊
条
に
み
え
る
侵
入
へ
の
処
罰
規
定
や
、
行
幸
時
の
越
訴
を
罰
す
る
闘
訟
律
越
訴
条
な
ど
多
数
を
数
え
る
。

（
1
0
）
　
大
王
行
幸
の
伝
統
を
継
承
し
た
た
め
に
、
同
令
が
規
定
さ
れ
な
か
っ
た
と
す
る
鈴
木
、
仁
藤
両
氏
の
説
に
従
い
た
い
。
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（
n
）
　
早
川
庄
八
『
日
本
古
代
官
僚
制
の
研
究
』
（
昭
和
六
十
一
年
、
吉
川
弘
文
館
）
。

（
1
2
）
　
今
泉
隆
雄
「
八
世
紀
郡
領
の
任
用
と
出
自
」
、
『
史
学
雑
誌
』
八
一
巻
一
二
号
、
米
田
雄
介
『
郡
司
の
研
究
』
（
昭
和
五
十
八
年
、

版
局
）
参
照
．

（
1
3
）
　
『
続
目
本
紀
』
和
銅
五
年
四
月
丁
巳
条
。

（
M
）
　
国
郡
関
係
の
推
移
に
つ
い
て
は
、
人
事
政
策
だ
け
で
は
な
く
、
他
の
諸
側
面
に
踏
み
込
ん
で
今
後
検
討
し
て
み
た
い
と
考
え
る
。

　
田
氏
の
見
解
に
示
唆
を
得
つ
つ
、
中
央
政
府
、
国
司
、
郡
司
の
三
者
関
係
を
多
角
的
に
分
析
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。

（
1
5
）
（
1
6
）
　
米
田
前
掲
書
、
二
二
六
頁
以
下
参
照
。

ハ　　パ　　パ　　ハ　　ハ　　ハ　　パ
23　22　21　20　19　18　17
）　　）　　）　　）　　）　　）　　）

『
続
日
本
紀
』
宝
亀
二
年
三
月
四
目
条
。

『
校
訂
・
延
喜
式
』
上
巻
、
行
幸
条
。

『
続
日
本
紀
』
和
銅
元
年
九
月
庚
辰
条
。

『
続
日
本
紀
』
天
平
十
二
年
十
二
月
丁
巳
条
。

吉
田
孝
『
律
令
国
家
と
古
代
の
社
会
』
、
鈴
木
前
掲
論
文
参
照
。

『
日
本
紀
略
』
延
暦
二
十
二
年
閏
十
月
条
．

『
類
聚
国
史
』
弘
仁
五
年
二
月
甲
午
条
。

法
政
大
学
出

大
町
氏
や
米

四
、
元
正
朝
の
東
国
行
幸

古代行幸の政治的機能

　
在
地
の
実
情
に
配
慮
し
つ
つ
国
郡
制
の
定
着
を
め
ざ
し
た
律
令
政
府
は
、
か
か
る
地
方
統
治
策
の
一
環
と
し
て
、
行
幸
を
積
極
的
に
活

用
し
た
。
な
か
で
も
．
聖
武
朝
ま
で
の
行
幸
は
、
専
ら
京
外
行
幸
に
限
定
さ
れ
、
そ
の
傾
向
は
き
わ
め
て
顕
著
で
あ
る
。
加
え
て
、
石
川

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

氏
の
指
摘
の
如
く
、
個
々
の
行
幸
に
は
ま
た
そ
の
時
々
の
政
治
的
要
請
が
強
く
作
用
し
て
い
た
可
能
性
が
高
い
。

　
以
上
の
視
点
か
ら
、
と
り
わ
け
象
徴
的
な
の
は
、
元
正
朝
の
東
国
行
幸
で
あ
ろ
う
。
続
紀
養
老
元
年
九
月
丁
未
条
に
は
、
天
皇
の
美
濃

国
行
幸
が
記
さ
れ
、
同
月
戊
申
条
に
は
、
「
行
至
近
江
国
。
観
望
淡
海
。
山
陰
道
伯
者
以
来
．
山
陽
道
備
後
以
来
。
南
海
道
讃
岐
以
来
。
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パ
　
マ

諸
国
司
等
詣
行
在
所
。
奏
土
風
歌
舞
。
」
と
み
え
て
い
る
。
ま
た
、
同
月
甲
寅
条
に
は
、
「
至
美
濃
国
。
東
海
道
相
模
以
来
。
東
山
道
信
濃

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

以
来
。
北
陸
道
越
中
以
来
。
諸
国
司
等
詣
行
在
所
。
奏
風
俗
之
雑
伎
。
」
と
あ
る
。
元
正
帝
は
、
こ
の
行
幸
に
際
し
．
ま
ず
近
江
国
に
西
国

国
司
を
招
集
し
、
六
日
後
美
濃
国
に
東
国
国
司
を
参
集
せ
し
め
た
の
で
あ
る
。

　
こ
の
行
幸
は
、
養
老
改
元
の
契
機
と
な
っ
た
こ
と
で
つ
と
に
知
ら
れ
る
と
と
も
に
、
朝
廷
の
政
治
的
意
図
が
注
目
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ

る
。
前
掲
の
記
事
を
整
理
す
る
と
、
近
江
国
に
は
、
山
陰
道
か
ら
近
国
の
丹
波
、
丹
後
、
但
馬
、
因
幡
、
中
国
の
伯
者
の
各
国
司
、
山
陽

道
か
ら
近
国
の
播
磨
、
美
作
、
備
前
、
中
国
の
備
中
、
備
後
の
各
国
司
、
そ
し
て
南
海
道
か
ら
近
国
の
紀
伊
、
淡
路
、
中
国
の
阿
波
、
讃

岐
の
各
国
司
が
集
め
ら
れ
た
。
西
国
二
十
二
国
中
十
四
国
が
参
集
し
た
こ
と
に
な
ろ
う
。
一
方
、
美
濃
国
に
は
、
東
海
道
か
ら
近
国
の
伊

賀
、
伊
勢
、
志
摩
、
尾
張
、
三
河
、
中
国
の
遠
江
、
駿
河
、
甲
斐
、
伊
豆
、
遠
国
の
相
模
の
各
国
司
、
東
山
道
か
ら
中
国
の
飛
騨
、
信
濃

の
各
国
司
、
北
陸
道
か
ら
近
国
の
若
狭
、
中
国
の
越
前
、
加
賀
、
越
中
の
各
国
司
が
招
集
さ
れ
て
い
る
。
東
国
か
ら
は
二
十
九
国
中
十
六

国
が
参
集
し
た
こ
と
に
な
る
。
当
事
国
の
近
江
、
美
濃
を
そ
れ
ぞ
れ
加
え
る
と
、
各
々
十
五
国
、
十
七
国
、
計
全
国
か
ら
三
十
二
国
が
集

　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

め
ら
れ
た
こ
と
に
な
る
。

　
東
西
国
司
の
招
集
、
招
集
地
で
あ
る
近
江
、
美
濃
両
国
と
い
っ
た
諸
点
を
重
ね
あ
わ
せ
る
と
き
、
壬
申
の
乱
を
め
ぐ
る
近
江
、
吉
野
の

対
立
が
自
ず
と
想
起
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
に
加
え
、
奈
良
朝
の
特
異
な
皇
位
継
承
の
あ
り
方
を
考
慮
す
る
と
、
元
正
帝
に
よ
る
首
皇

子
即
位
の
た
め
の
環
境
整
備
の
意
味
合
い
を
読
み
と
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
社
会
各
層
に
わ
た
る
天
武
系
、
天
智
系
の
潜
在
的
拮
抗
関
係

の
改
善
が
念
頭
に
置
か
れ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　
こ
こ
に
行
幸
の
も
つ
政
治
的
機
能
が
み
て
と
れ
る
が
．
そ
の
舞
台
回
し
は
不
比
等
政
権
に
よ
っ
て
担
わ
れ
た
と
み
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）

同
年
十
一
月
、
「
授
美
濃
守
従
四
位
下
笠
朝
臣
麻
呂
従
四
位
上
。
介
正
六
位
下
藤
原
朝
臣
麻
呂
従
五
位
下
。
」
と
さ
れ
た
こ
と
は
、
野
村
忠

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
）

夫
氏
の
指
摘
に
か
か
る
如
く
、
藤
氏
父
子
と
能
吏
笠
朝
臣
麻
呂
ら
に
よ
る
行
幸
計
画
を
想
定
さ
せ
る
に
十
分
で
あ
る
。

　
不
比
等
政
権
は
、
地
方
行
政
整
備
の
一
環
と
し
て
、
不
破
関
を
擁
す
る
関
国
美
濃
の
経
営
を
笠
麻
呂
に
託
し
た
。
麻
呂
は
、
そ
の
期
待
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に
応
え
、
「
開
田
富
民
之
類
」
と
し
て
褒
章
の
対
象
と
な
る
「
殊
功
」
に
擬
せ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
考
課
令
殊
功
異
行
条
集
解
古
記
が
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
）

「
笠
大
夫
作
伎
蘇
道
増
封
戸
」
を
も
っ
て
「
殊
功
」
と
特
筆
し
た
如
く
で
あ
る
。

　
こ
の
行
幸
に
は
、
こ
の
ほ
か
多
く
の
問
題
点
が
あ
る
が
、
招
集
さ
れ
た
国
司
の
中
に
畿
内
の
国
司
が
含
ま
れ
て
い
な
い
こ
と
も
注
目
に

値
し
よ
う
。
か
か
る
点
に
つ
い
て
は
，
慎
重
な
検
討
が
必
要
で
あ
る
が
、
当
面
、
在
地
首
長
の
自
立
性
を
認
め
た
畿
外
と
の
服
属
関
係
強

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
9
）

化
の
視
点
を
提
供
す
る
大
津
透
氏
の
見
解
や
、
行
幸
を
在
地
首
長
の
支
配
領
域
巡
視
の
拡
大
と
み
る
早
川
庄
八
氏
の
見
解
に
示
唆
を
得
て
、

考
察
を
進
め
た
い
。

　
京
外
行
幸
を
、
い
わ
ゆ
る
「
畿
内
政
権
」
に
よ
る
地
方
統
治
策
の
一
環
と
み
る
視
点
は
有
力
で
あ
る
。
元
正
帝
の
美
濃
行
幸
の
際
に
も
、

美
濃
、
近
江
両
国
司
の
み
な
ら
ず
、
傘
下
の
諸
郡
に
田
租
の
免
除
、
あ
る
い
は
叙
位
が
な
さ
れ
て
お
り
、
こ
こ
で
も
国
郡
制
定
着
へ
の
配

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
0
）

慮
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

古代行幸の政治的機能

（
1
）
　
石
川
氏
は
、
前
掲
論
文
に
お
い
て
、
該
行
幸
に
つ
い
て
、
皇
位
継
承
問
題
、
律
令
制
の
動
揺
、
朝
鮮
半
島
情
勢
の
各
視
点
か
ら
そ
の
意
義
づ
け

　を

試
み
ら
れ
て
い
る
。

（
2
）
　
『
続
日
本
紀
』
養
老
元
年
九
月
丁
未
条
．

（
3
）
　
『
続
日
本
紀
』
養
老
元
年
九
月
甲
寅
条
。

（
4
）
　
行
幸
に
伴
う
こ
う
し
た
一
連
の
儀
礼
は
、
壬
申
の
乱
以
来
の
秩
序
回
復
と
朝
廷
の
代
行
者
と
し
て
の
国
司
の
意
思
統
一
を
目
的
と
し
た
、
一
種

　
の
服
属
儀
礼
、
す
な
わ
ち
在
地
支
配
権
の
確
認
に
そ
の
意
義
を
求
め
う
る
と
思
う
。

パ パ パ ハパハ1098765））））））
『
続
日
本
紀
』
養
老
元
年
十
｝
月
十
七
日
条
。

野
村
忠
夫
『
古
代
貴
族
と
地
方
豪
族
』
、
平
成
元
年
、
吉
川
弘
文
館
．

考
課
令
殊
功
異
行
条
集
解
。

大
津
透
「
律
令
国
家
と
畿
内
」
（
昭
和
六
十
年
．
『
日
本
書
紀
研
究
』
第
十
三
冊
）
、
同
『
律
令
国
家
支
配
構
造
の
研
究
』
（
平
成
四
年
、
岩
波
書
店
）
。

早
川
前
掲
論
文
参
照
．

行
幸
を
通
じ
て
、
政
府
は
国
司
に
よ
る
郡
司
動
員
を
促
し
、
そ
の
見
返
り
と
し
て
免
税
、
叙
位
等
の
措
置
を
講
じ
、
国
郡
制
定
着
を
企
図
し
た
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も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
な
お
、
八
世
紀
の
国
郡
関
係
に
つ
い
て
は
、
後
考
を
侯
つ
こ
と
と
し
た
い
。

五
、
結

び

　
本
稿
で
は
．
こ
れ
ま
で
そ
の
象
徴
的
、
遊
興
的
側
面
の
み
強
調
さ
れ
て
き
た
古
代
の
天
皇
行
幸
を
再
検
討
す
る
こ
と
に
よ
り
、
そ
の
政

治
的
機
能
に
着
目
し
て
き
た
。
す
な
わ
ち
、
奈
良
朝
の
行
幸
を
畿
内
政
権
の
地
方
統
治
策
の
一
環
と
み
る
立
場
か
ら
、
行
幸
を
畿
内
勢
力

と
在
地
勢
力
双
方
の
政
治
的
需
要
の
産
物
で
あ
る
と
の
視
点
を
提
起
し
た
も
の
で
あ
る
。
行
幸
は
、
各
種
の
服
属
儀
礼
を
通
じ
て
地
域
支

配
を
確
認
す
る
と
い
う
重
要
な
政
治
的
機
能
を
果
し
て
い
た
。
奈
良
朝
を
中
心
と
す
る
行
幸
の
体
系
的
分
析
か
ら
は
、
京
外
行
幸
が
聖
武

朝
を
頂
点
に
減
少
に
転
ず
る
の
と
は
対
照
的
に
、
寺
社
行
幸
、
臣
下
第
行
幸
等
京
内
行
幸
は
聖
武
朝
を
境
に
発
生
を
み
る
。
京
外
行
幸
の

中
で
も
、
元
正
天
皇
の
美
濃
国
行
幸
は
明
ら
か
に
政
治
目
的
の
行
幸
で
あ
っ
て
、
そ
の
行
程
、
儀
礼
の
分
析
か
ら
は
、
在
地
の
二
重
支
配

に
配
慮
し
た
畿
内
政
権
の
地
方
統
治
策
を
読
み
と
る
こ
と
が
で
き
る
．

　
以
上
、
古
代
行
幸
の
政
治
的
機
能
を
検
討
し
て
き
た
が
、
今
後
さ
ら
に
国
郡
関
係
の
推
移
を
検
討
し
つ
つ
、
律
令
国
家
の
地
方
統
治
策

の
実
態
に
迫
り
た
い
と
考
え
て
い
る
。
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